
瑞光山長泉寺　　　　　のお知らせ
弥陀の本願には老少善悪のひとをえらばれず

私は去年から、地域のお寺から来られ
たご門徒さまの話しあい法座（門徒推進
員養成連続研修会）開催の担当をしてい
ます。月に一回で連続十一回開催しま
す。参加者は私と同年配以上の方です
が、中には五十代もおられます。それで
も若い方はおられません。
各御家庭でも、お寺の用事は
ご高齢の方の役になっている
ところが多く、お仏壇のお給仕
も若い方はよく知らないという
ことが普通のようです。
冒頭の文章は、親鸞聖人のお言
葉が書かれている「歎異抄」の第一
条にあるお言葉です。
私をお救いくださる阿弥陀さまの本
願は、老人であれ若者であれ、善人であ
れ悪人であれ、全くわけへだてがてな
い。ただその本願の御言葉をはからい
なく受入れる信心が要であると知るべ
きである。とあります。
老若や善悪にかかわらず、誰にも平等
に願いがかけられているという意味だ
と思っていました。でも梯實圓（かけは
しじつえん）和上の著書にこのようにあ
りました。

これは私一人の救いのためにあるこ
とを見逃してはならないと。
若いときの私にも、年老いてからの私
にも。善い心のときの私にも、悪い心の
ときの私にも、どのようなときの私にも
分け隔てなく、包み救いたまう仏心をあ
らわしていると。老少・善悪といっ

た私の表面的なところを超え
て、無限に深い「いのち」その
ものを見据えて、私を救うと仰
せくださることに気付かないと

いけないとありました。
私の一生を通して、必ず救うとは
たらいてくださる阿弥陀さまであ
ります。若いときには用事はなく、

年老いてから参ればよいということで
は決してないのです。たしかに老病死
の苦しみは年とともに増すのは事実で
すが、阿弥陀さまのお念仏にであい、い
まここにはたらいてくださる阿弥陀さ
まの救いのはたらきに気付かせていた
だくなら、阿弥陀さまとともに心豊かな
人生を歩ませていただけます。一刻も
早く信心たまわる人生を歩んでいただ
きたいと、心より思っています。

南无阿弥陀仏

３月の予定
3月 21日㈫　8時より　 山面墓地の春季彼岸会（主催：護法会）

10時より　春の彼岸会・門信徒会
浄土真宗本願寺派　瑞光山　長泉寺
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